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大社建設　株式会社

　〒812-0014　福岡県福岡市博多区比恵町２－１

　　　　　　　　　　　博多エステートビル207号

Ｅメールアドレス　taisya-kensetu.c@world.ocn.ne.jp

建設業 許可番号：福岡県知事許可（特-3）第９０９６０号

建設業の種類

（6）事業の規模 資本金　4,120万円　　総売上額：359百万円（2023年度）

2021年度 2022年度 2023年度

2020年10月 2021年10月 2021年10月

〜2021年９月 〜2022年９月 〜2022年９月

従業員 人 5 6 6

床面積 ㎡ 30 30 30

元請　0 元請　1 元請　2

下請　4 下請　4 下請　5

本社 大社建設　株式会社

２.認証・登録の対象範囲

（1）対象事業所

（2）対象事業活動 建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、
石工事業、屋根工事業、タイル・レンガ・ブロック工事業、
鋼構造物工事業、鉄筋工事業、板金工事業、ガラス工事業、
塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、熱絶縁工事業、
建具工事業、解体工事業

活動規模 単位

物件件数 （件）

ＦＡＸ　０９２－２９２－５０８３

（4）事業の内容

建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、
石工事業、屋根工事業、タイル・レンガ・ブロック工事業、
鋼構造物工事業、鉄筋工事業、板金工事業、ガラス工事業、
塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、熱絶縁工事業、
建具工事業、解体工事業

（5）事業年度        １月〜12月　（環境取りまとめ年度： 10月〜翌年9月）

（3）環境管理責任者 統括本部長　　　樋口　信義

　　担当者氏名 営業部　　　　　　草場　俊幸

　　連絡先 ＴＥＬ　０９２－４００－３１８８

１.組織の概要

（1）事業者名

　   代表者氏名 代表取締役　橘田　香

（2）所在地
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①

②

③ 節水に努め、水の使用量を削減します。

④

⑤ 事務用品のグリーン購入を推進します。

⑥

⑦

制定日
改訂日

大社建設　株式会社

代表取締役 橘田　香

地域貢献活動等、建設現場における環境保全活動を行います。

3.本方針を全社員に周知し、環境保全の知識を深め、環境経営の継続的
　 改善に取り組むことを宣言します。

2009 年 10 月 1 日
2020 年 3月 17日

2.次の事項について、環境経営目標･環境経営計画を定め実施します。

省エネルギーに取り組み二酸化炭素排出量を削減します。

産業廃棄物は、分別の徹底、資源の再利用、再資源化に努めます。

化学物質の使用にあたっては十分留意し、適正に使用管理します。

環境負荷低減技術を使った受注物件を増やしていきます。

３．　環　境　経　営　方　針

＜環境経営理念＞

  大社建設株式会社は、建設業に関連する業務全般において、
豊かな環境を提供し、社会に貢献致します。
　今、私たちは、こうした事業活動に伴うエネルギーや資材の使
用が地域及び地球の環境に影響を与えていることを十分に自覚
し、全社をあげて環境問題に積極的に取り組み、持続可能な社
会づくりに貢献して参ります。

＜環境行動指針＞

1.環境関連法規や当社が約束したその他の要求事項を厳守します。
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2021.10～
      2022.9

2022.10～
2023.9

2023.10～
    2024.9

2024.10～
  2025.9

全社 ㎏‐CO₂ 9,567 9,471 9,376 9,280

事務所 kWh 2,616 2,590 2,564 2,538

現場 kWh 不明

②ガソリン使用量の削減 全社 ℓ 3,581 3,545 3,509 3,474

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ㎏ 37 37 37 37

②建設廃棄物のリサイクル率維持 現場 ％
（リサイクル率）

85 85 85 85

全社 m³ 不明

現場 — -

全社 品目数 6

①元請工事の受注の増加 全社
件

（元請工事の
受注件数）

1 2 2 2

②当社の環境負荷低減技術を活か
した工事の施工

全社 ％
(施工実績)

100 100 100 100

 ４.環境経営目標

・環境経営目標は、当社の事業活動特性を踏まえて、事務所と現場にサイト区分し、全体では
　以下の6項目11目標を設定しました。
・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量については、基準年（2022年度実績値）を基準に、
　2025年度までに3％削減を目指します。
・事業活動で取り組む本業目標については、2020年度から「6.当社の環境負荷低減技術を
　活かした工事の受注増加(環境負荷の小さい原材料調達先の選定)」  を掲げ、全社をあげて
　取り組んで環境経営を推進していきます。

備考）
・事務所の水は住宅と共用につき、水使用量は作業現場(元請）のみとする。
・購入電力のCO２排出係数は、九州電力(株)の2020年度調整後排出係数 0.479 kg－CO2/kWh を
 用いた。
・現場の電力消費量と水の使用量は現場内容によって大きく変わるので、節電・節水の努力目標とした。
・全社とは「事務所＋現場」を示す。

6.当社の環境負荷低減技術を
　　　活かした工事の受注増加

3.水使用量の削減

１．二酸化炭素排出量の削減

2023年度
（1%削減）

2024年度
（2%削減）

環境目標
サイト
区分

単位

基準年
2022年度
実績値

５．グリーン購入(事務用品)の推進

４．化学物質の適正管理

①電気使用量の削減

目標

節水に努める

化学物質の適正管理に努める

購入推進の徹底

節電の徹底

２．廃棄物排出量の削減

2025年度
（3%削減）
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上段　　 事務所　 
下段　　 工事現場

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

草場
現場担当

草場
現場担当

草場
現場担当

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

草場
現場担当

草場
現場担当

草場
現場担当

草場
現場担当

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

草場

現場担当

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

①当社の環境負荷低減
　 技術を活かした工事の
　 施工

樋口信義
1

コンクリートの砕石は再生クラッシャ
ランを使用する

現場担当

2 埋戻し砂などは再生砂を使用する 現場担当

６．当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

取組項目 責任者 活動項目 担当者
スケジュール

①元請工事の受注の
　 増加

樋口信義
1

ISO等を取得し、企業の信頼度を
上げて受注増加に努める

全員

2
グループ企業間の情報共有を密
にし、新規顧客獲得に努める

全員

5.グリーン購入（事務用品）の推進

取組項目 責任者 活動項目 担当者
スケジュール

①グリーン購入
　（事務用品）の推進

樋口信義 1
グリーン購入対象商品をカタログ・
仕様書で確認し、リサイクル品を
出来るだけ購入する。

４．化学物質の適正管理

取組項目 責任者 活動項目 責任者
スケジュール

①化学物質の適正管理 樋口信義 1
下請け業者と共に、化学物質の
適正使用・管理に努める。

現場担当

3.水使用量の削減

取組項目 責任者 活動項目 担当者
スケジュール

①水使用量の削減 樋口信義 1 水使用時は節水を心掛ける 全員

2.廃棄物排出量の削減

取組項目 責任者 活動項目 担当者
スケジュール

①一般廃棄物排出量の
　 削減

②建設廃棄物の
　 リサイクル率維持

樋口信義

1
コピー用紙の裏紙再利用を
徹底する。

2
メールを使用し、出来るだけ
電子化する

3 資源回収活動に参加する。

4
分別回収を徹底し、リサイクルに
努める

全員

2
営業車両は、効率的な使用に
配慮する。

全員

3
走行距離と供給燃料をチエックし、
燃費を把握する。

全員

4 定期的な車両整備を実施する。 全員

①電気使用量の削減 樋口信義

1
室内温度を決めて空調機で
調節する（冷房27℃、暖房20℃）

2
パソコン未使用時は電源OFF
にする

3
昼休みや不在時は照明の
消灯を行う。

②ガソリン使用量の削減 樋口信義

1
車両停止時はエンジンを
停止する。

５.環境経営計画
・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（活動項目）を定めて、全社員で
　取組を実施しました。

1.二酸化炭素排出量の削減

取組項目 責任者 具体的な取組（活動項目） 担当者
スケジュール
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　　役割分担表

所　属

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１委員会

ＥＡ２１事務局

部門長

全従業員

事務・営業部門 工事部門

役割・責任・権限

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し、
　環境実績を向上させる。
・毎年、環境目標、環境活動計画を作成する。
・取組状況の確認・評価のために、毎月EA21委員会を開催する。
・上記の結果を代表者に報告する。

・毎月１回開催し、環境経営目標及び環境経営活動計画の取組状況を確認する。
・３カ月毎にその間の取組状況を評価し、必要に応じて問題点の是正処置を
　検討する。

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの
　作成・維持・集計・管理を行う
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する
・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を順守する
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

・2023年度に当社が実施した環境への取組は、以下のとおりです。
・なお、実施に当たっては、社内に次のような実施体制を構築して、全社員が一丸となって
　実施しました。

（１）エコアクション21実施体制

代表者

環境管理責任者

EA21委員会
EA21事務局
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10

（２）2023年度に実施した環境への取組

CO2削減

現場事務所にAEDの設置

裏紙使用（両面コピー）

電子マニフェストによる管理

ごみ減量

節電の啓発ポスター

水の減量

エアコンの温度管理

地域共生グリー

ン購入

環境負荷を削減する取組

環境を良くする取組
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基準年度

全社 ㎏‐CO₂ 9,567 9,471 18,333 52% ×

事務所 kWh 2,616 2,590 2,127 122% ◎

現場 kWh 不明
節電の徹

底 9,283 - -

②ガソリン使用量の削減 全社 ℓ 3,581 3,545 5,542 64% ×

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ㎏ 37 37 37 100% ○

②建設廃棄物のリサイクル率維持 現場 ％
（リサイクル率） 85% 85% 96% 113% ○

全社 m³ 不明
節水に
努める

1,106 - -

現場 — - 適正管理 - - - 使用なし

全社 品目数 6
購入推進
の徹底

10 167% ◎

①元請工事の受注の増加 全社
件

（元請工事の
受注件数）

1 2 2 100% ○

②当社の環境負荷低減技術を活
かした工事の施工

全社 ％
(施工実績) 100% 100% 100% 100% ○

５．グリーン購入(事務用品)の推進

備考）・達成判定区分　◎：目標達成率120％以上、◯：100%以上120%未満、△：80%以上100%未満、
　　　　　×：80%未満、−：判定不可
　　　　・目標達成率の計算　削減目標の場合：目標÷実績×100、増加目標の場合：実績÷目標×100

１．二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

２．廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減

４．化学物質の適正管理

6.当社の環境負荷低減技術を
　　　活かした工事の受注増加

７．環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組
　 結果とその評価の実績、並びに次年度の取組

（１）環境経営目標の実績

・2023年度運用期間における環境経営目標の達成状況は、以下のとおりです。
・本年度の受注工事量は元請2件、下請5件（基準年度は元請け1件、下請け3件）であった。
　元請として外壁改修工事1件、解体工事1件を受注、施工を行っている。
・当社の最大の環境負荷である二酸化炭素排出量は、遠方現場と小規模現場の掛け持ちによる
　現場移動でのガソリン使用量の増加で大きく達成できなかった。電気使用量は事務所では換気
　回数を減らすなどして、目標を達成できた。
・今期は基準年度を変更し新たに目標を定めて取り組みました。現場の規模によって大きく変動してしま
う数値以外は目標を達成できています。今後も現状の活動を続けながら、より一層、環境活動に取り組
んでいきます。

環境目標
サイト
区分

単位

2023年度
（2022.10〜2023.9)

目標
達成率

達成
判定

備考2022年度
(2021.10〜

2022.9)

実績

目標
(1%削減)

実績
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1.二酸化炭素排出量の削減
目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

1 ◯

2 ◯

3 ◯

1 ◯

2 ◯

3 ◯

4 ◯

目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

1 ◯

2 ◯

3 ◯

4 ◯

目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

○ 1 ◯

＜現状＞
・事務所の水使用は共用の
為、数量は把握出来ません
が、節水を心がけています。
・現場の水使用は粉塵防止
ため増える傾向にあります。
＜今後＞
・今後も取組を継続します。
・粉塵防止とのバランスを考
えて節水を心掛けます。

3.水使用量の削減

取組項目 活動項目

①水使用量の削減 水使用時は節水を心掛ける

備考）達成状況判定区分　◎：目標達成率120％以上、◯：100%以上120%未満、△：80%以上、100%未満、×：80%未満、−：判定不可
取組実施状況区分　◎：定着している　　◯：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　−：判定不可

2.廃棄物排出量の削減

取組項目 活動項目

①一般廃棄物排出量の削減 ○

コピー用紙の裏紙再利用を徹底する。
＜現状＞
・事務所のごみ分別等は、適切
に実施できています。
・現場のリサイクル率は解体工
事もあり、リサイクル率は向上し
た。
＜今後＞
・事務所の備品を見直し再利用
を重視し購入を減少させる。
・印刷を控え電子化し、紙の使
用量を減らす
・現場は分別回収や廃棄物の
削減を意識して業務にあたる

メールを使用し、出来るだけ電子化する

②建設廃棄物のリサイクル率
　 維持

○

資源回収活動に参加する。

分別回収徹底し、リサイクルに努める。

①電気使用量の削減 ◎

室内温度を決めて空調機で調節する
（冷房27℃、暖房20℃）。

＜現状＞
・事務所の電気使用量は目
標達成できました。
・遠方の現場があり、ガソリン
の使用量が大幅に増える結
果となりました。
・工事現場の取組は適切に
実施出来た。
＜今後＞
・今後も車両の燃費確認や
エコドライブの取組を徹底し
て継続します。

パソコン未使用時は電源OFFをする。

昼休みや不在時は照明の消灯を行う。

②ガソリン使用量の削減 ×

車両停止時はエンジンを停止する。

営業車両は、効率的な使用に配慮す
る。

走行距離と供給燃料をチエックし、燃費
を把握する。

定期的な車両整備を実施する。

（２）環境経営計画の実施・取組結果とその評価

・環境経営計画の取組結果は以下のとおりであり、取組は概ね適切に実施されています。
・今後も目標達成に向けた取組を確実に進めていきます。

取組項目 活動項目
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目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

- 1 −

＜今後＞
・今後、化学物質を使用する
工事を受注した場合は化学
物質の適正管理に努めま
す。

目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

◎ 1 ◯

＜現状＞
・今期は6品目で現状維持の
ままでした。
＜今後＞
・今後は、出来る事からグ
リーン商品を確認しながら、
品目の追加を目指します。

目標
達成
状況

取組
実施
状況

評価

1 ○

2 ○

1 ○

2 ○

6.当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

取組項目 活動項目

①元請工事の受注の増加 ○

福岡市Bランクを維持し施工実績や企業
点をあげ、公共工事を持続的に受注で
きるよう努める ＜現状＞

・福岡市Bランクを維持。
・競争入札で2件受注。再生
資材、環境対応重機を使用
し施工している。
＜今後＞
・受注、施工精度を高め、次
の受注につなげるようにす
る。

グループ企業間の情報共有を密にし、
新規顧客獲得に努める

②当社の環境負荷低減技術
　を活かした工事の施工

○

再生材等を積極的に使用する

環境対応型の重機を使用する

5.グリーン購入（事務用品）の推進

取組項目 活動項目

①グリーン購入（事務用品）
　 の推進

グリーン購入対象商品の現状購入量を
把握し、リサイクル用品を出来るだけ購
入する

４．化学物質の適正管理

取組項目 活動項目

①化学物質の適正管理
下請け業者と共に、化学物質の適正使
用・管理に努める。
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2021.10～
      2022.9

2022.10～
2023.9

2023.10～
    2024.9

2024.10～
  2025.9

2025.10～
2026.9

全社 ㎏‐CO₂ 9,567 9,471 9,376 9,280 9,184

事務所 kWh 2,616 2,590 2,564 2,538 2,511

現場 kWh 不明

②ガソリン使用量の削減 全社 ℓ 3,581 3,545 3,509 3,474 3,438

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ㎏ 37 37 37 37 37

②建設廃棄物のリサイクル率
維持

現場 ％
（リサイクル率）

85 85 85 85 85

全社 m³ 不明

現場 — -

全社 品目数 6

①元請工事の受注の増加 全社
件

（元請工事の
受注件数）

1 2 2 2 2

②当社の環境負荷低減技術を
活かした工事の施工

全社 ％
(施工実績)

100 100 100 100 100

備考） ・購入電力のCO２排出係数は、九州電力(株)の2020年度調整後排出係数 0.479kg－CO2/kWh を用いた。
　　　　・6.当社の環境低減技術を活かした工事の受注増加目標は、元請工事のみを対象とする。
　　　　・全社とは「事務所＋現場」を示す。

6.当社の環境負荷低減技術を
　　　活かした工事の受注増加

節電の徹底

４．化学物質の適正管理 化学物質の適正管理に努める

５．グリーン購入(事務用品)の推進 購入推進の徹底

１．二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

3.水使用量の削減 節水に努める

２．廃棄物排出量の削減

（３）今後の取組計画
１）環境経営目標について
今年度から基準年を切り替えて取り組みを行い、現場規模によってほぼ変動しない目標は達成でき
ていたので、来年度の2%削減も達成できるように取り組んでいきたい。
　
中期的な目標値は以下のとおりです。

環境目標
サイト
区分

単位

基準年
2022年度
実績値

2023年度
（1%削減）

2024年度
（2%削減）

2025年度
（3%削減）

2026年度
（4%削減）

目標
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1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

事務所 樋口信義 草場俊幸

現場 樋口信義 草場俊幸

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

草場俊幸

草場俊幸

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

活動項目
サイト
区分

責任者 担当者

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

草場俊幸

②当社の環境負荷低減
技術を活かした工事の
施工

現場 樋口信義

1.再生材等を積極的に使用する 通年

2.環境対応型の重機を使用する 通年

6.当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

達成手段 スケジュール

①元請工事の受注の増
加

全社 樋口信義

1.福岡市Bランクを維持し施工実績や企業点をあげ、
　公共工事を持続的に受注できるよう努める

通年

2.グループ企業間の情報共有を密にし、新規顧客獲得
　に努める

通年

5.グリーン購入(事務用品)の推進

達成手段 スケジュール

①グリーン購入
　(事務用品)の推進

全社 樋口信義
1.事務に使用するグリーン購入対象商品をカタログ・
　仕様書で確認して購入し、記録する

草場俊幸 通年

4.化学物質の適正管理

達成手段 スケジュール

①化学物の適正管理 事務所 樋口信義

1.定期的に化学物質使用量（在庫量）を記録する 通年

2.化学物質使用者にSDSを渡し適正使用に努める 通年

3.水使用量の削減

達成手段 スケジュール

①水使用量の削減
1.日常の節水・漏水の点検 通年

1.節水の励行・洗車は必要最小限とする 通年

②建設廃棄物のリサイ
クル率維持

現場 樋口信義

1.現場における廃棄物の分別徹底 通年

2.現場代理人はマニフェストの管理を確実に行う 通年

2.廃棄物排出量の削減

達成手段 スケジュール

①一般廃棄物排出量の
削減

事務所 樋口信義

1.コピー用紙の裏紙再利用を徹底する。 通年

2.メールを使用し、出来るだけ電子化する 通年

②ガソリン使用量の削
減

全社 樋口信義

1.車両停止時はエンジンを停止する。 通年

2.営業車両は、効率的な使用に配慮する。 通年

3.走行距離と供給燃料をチエックし燃費を把握する。 通年

4.定期的な車両整備を実施する。 通年

２）環境経営計画について
・次年度の取組計画は、当面は現状を維持するが、「6.②当社の環境負荷低減技術を
　活かした工事の施工」の達成手段を限定的な内容ではなく、広く取り組めるように
　している。

達成手段 スケジュール

①電気使用量の削減 全社 樋口信義

1.本社事務所の室温は、冷房期27℃、暖房期20℃
　とし、エアコンで調節する

冷房期：5〜9月
暖房期：11〜3月

2.不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF 通年

3.現場事務所等の室温は、冷房期27℃、暖房期20℃
　とし、エアコンで調節する

冷房期：5〜9月
暖房期：11〜3月

4.不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF 通年

13



　　
　　

（１）取組状況の全体評価

・取り組みとしては成功していると感じる。現場規模によって大きく変動する項目を数値的な
　目標と出来るか思索していきます。

９.代表者による取組状況の全体評価と見直し結果

・当社は、少人数の利を活かして、出来る範囲で役割を分担し、環境活動に全員で取り組んでいます。
・今年度から基準年度を2022年度に変更し基準年より1%削減を目標に取り組み、現場規模によって
　変更する項目以外は達成できました。
・事務所の電気使用量は換気回数の調整で、空調電気使用量を削減することが出来ました。
・遠方の現場や小規模現場の掛け持ちによる現場移動でのガソリン使用量の増加があり、二酸化
　炭素排出量は目標未達成となっています。
・引き続き、決められた役割分担に基づき、削減目標を明確にして取り組み、全社員の継続意識の高揚
　を図って参ります。

（２）見直しの結果

　遵守状況の判定区分　　　○　：遵守できた　　　×　：不遵守　　　-　：該当なし
　　

騒音規制法
・特定建設作業の届出
・建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

○

振動規制法
・特定建設作業の届出
・建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

○

労働安全衛生法
（石綿障害予防規則）

・解体・改修工事に伴う｢石綿等｣の除去作業 ○

８.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

・当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。
・2023年度の事業活動は下請工事が主のため摘要法令は限定的となりましたが違反は有りませんでし
た。
・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

適用される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等） 判定

廃棄物処理法 ・一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出 ○

建設リサイクル法 ・建築4品目の分別解体と再資源化 ○

代表取締役 橘田
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